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設楽ダムの留意点に関する資料 

2014年 10月 26日
愛知県政策顧問 小島敏郎

この資料は、平成 24年度及び 25年度に開催された「設楽ダム連続公開講座（通称：と
よがわ流域県民セミナー）」での講演を、小島の責任において整理したものである。

１．設楽ダムの概要 

（１）設楽ダムの位置及び関係する地域 

（２）設楽ダムの目的

〇総貯水量 9800万㎥、有効貯水量 9200万㎥
〇目的 （有効貯水量 9200万㎥）
１）洪水調節 1900万㎥、（総貯水量の 19％、有効貯水量の 21％）
２）利水 1300万㎥（総貯水量の 13％、有効貯水量の 14％）
ⅰ）かんがい用 700万㎥（総貯水量の 7％、有効貯水量の 8％）
ⅱ）水道用 600万㎥（総貯水量の 6％、有効貯水量の、7％）
３）流水の正常な機能の維持 6000万㎥（総貯水量の 61％、有効貯水量の 65％）

  ○総貯水量 9800万㎥－有効貯水量 9200万㎥＝堆砂容量 600万㎥、（総貯水量の 6％）
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（３）設楽ダム建設関係に係る費用 

〇愛知県ＨＰでの費用 

１）ダム本体建設事業費 2070億円 （愛知県負担分  721億円）
 ２）水源地域対策事業費  903億円 （愛知県負担分  668億円）
   合計        2973億円 （愛知県負担分 1389億円）

〇ただし、国土交通省の設楽ダム点検結果では次のようになっている。 

１）予算

・残事業を点検した結果（表 4.1.1 のとおり）総事業費は約 2,094 億円になった。
  ※ダム本体建設事業費は、2070億円⇒2094億円

（今のところ、24億円の増加。愛知県の負担分の増加は示されていない。）
・なお、今回の検証に用いる残事業費は点検結果である約 1,822 億円を使用する。
２）工期

・点検の結果は、表 4.1.2 に示す通り工事用道路の改良工事に着手してから事業完了
までに必要な期間約 11 年に変更はない。
※工事が 2015年度開始と計算すれば、2026年度に完成することになる。
 （2026年度の設楽町、流域各地域の姿をイメージすることが大事。）
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（３）設楽ダムの経緯及び手続き状況 

〇手続きの状況（国土交通省「設楽ダムだより」より） 
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２．流域管理の考え方 

≪藏治光一郎氏講演：「集水域が一体となって取り組む健全な水循環の再生」≫ 

※東京大学演習林生態水文学研究所長 蔵治光一郎氏 

（１）集水域とは 

２）集水域管理とは 

（３）水は循環している。しかし、時代によってそれは変化している。 
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（４）不健全な水循環と、健全な水循環の再生 
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（５）健全な水循環の再生のための方策 
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３．設楽ダムの目的となっている各機能の検証 

３－１ 治水：洪水調節 1900万㎥

≪久保宜之氏講演：「豊川水系の治水・利水計画と設楽ダム事業について」

※国土交通省中部地方整備局河川部河川計画課長

（１）河川整備基本方針（河川法第 16 条） 

〇河川整備基本方針（河川法第 16条）では、石田基準点での
ⅰ）基本高水流量は 7100 m3/s（150年に一度の洪水）
  ※基本高水流量は、流域に降った雨が河川に流入した時の水量

ⅱ）計画高水流量（河道に流れる最大流量、「河道への配分流量」）4100 m3/s 
  ※計画高水水量は、洪水調節の量を差し引いて、川に流れる水量。  

※戦後最大の昭和 44年 8月洪水（4650 m3/s）＝「整備目標水量」を約 550 m3/s
低減させる（設楽ダムによる効果）。これにより、水位は 0.6ｍ低下する計画。

ⅲ）差し引き 3000 m3/s を洪水調節施設によって調節する。
 ※「設楽ダムと下流の河道改修の効果」を合わせて、堤防の決壊などの大きな被害

を防止し、霞堤地区の被害を軽減することができる計画。

 ※設楽ダムによる洪水調整量Ｘ＋下流の河道改修による洪水調整量Ｙ＝3000 m3/s 


